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現物取引のリスク等重要事項について 

（省略） 

 

暗号資産取引のリスクについて 

（省略） 

 

現物取引のルール及び概要 

1.取り扱う暗号資産の名称 

当社が取り扱う暗号資産は以下のとおりです。 

ビットコイン（BTC)、イーサリアム（ETH）、リップル（XRP） 

ライトコイン（LTC）、ビットコインキャッシュ（BCH）、ステラ・ルーメン（XLM） 

イーサクラシック（ETC）、オーエムジー（OMG）、エンジンコイン（ENJ） 

ベーシック アテンション トークン（BAT)、モナーコイン（MONA） 

※入出金は日本円、ビットコイン（BTC)、イーサリアム（ETH）、リップル（XRP）

のみとなります。 

※暗号資産の詳細につきましては、別紙「暗号資産概要説明書」をご確認く

ださい。 

 

2.取引の対象 

取引の対象となる暗号資産銘柄、取引単位、呼値の単位、最小発注数量、最

大発注数量は以下のとおりです。（BitMatch注文を除く。） 

銘柄 取引単位 呼値の単位 最小発注 

数量 

最大発注 

数量 

BTC/JPY 0.0001 1 0.0001 3 

ETH/JPY 0.001 1 0.001 70 

現物取引のリスク等重要事項について 

（省略） 

 

暗号資産取引のリスクについて 

（省略） 

 

現物取引のルール及び概要 

1.取り扱う暗号資産の名称 

当社が取り扱う暗号資産は以下のとおりです。 

ビットコイン（BTC)、イーサリアム（ETH）、リップル（XRP） 

ライトコイン（LTC）、ビットコインキャッシュ（BCH）、ステラ・ルーメン（XLM） 

（追加） 

 

※入出金は日本円、ビットコイン（BTC)、イーサリアム（ETH）、リップル（XRP）

のみとなります。 

※暗号資産の詳細につきましては、別紙「暗号資産概要説明書」をご確認く

ださい。 

 

2.取引の対象 

取引の対象となる暗号資産銘柄、取引単位、呼値の単位、最小発注数量、最

大発注数量は以下のとおりです。（BitMatch注文を除く。） 

銘柄 取引単位 呼値の単位 最小発注 

数量 

最大発注 

数量 

BTC/JPY 0.0001 1 0.0001 3 

ETH/JPY 0.001 1 0.001 70 
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XRP/JPY 1 0.001 1 50,000 

LTC/JPY 0.01 0.1 0.01 400 

BCH/JPY 0.01 1 0.01 100 

XLM/JPY 1 0.001 1 100,000 

ETC/JPY 0.01 0.1 0.1 100 

OMG/JPY 0.1 0.001 1 500 

ENJ/JPY 0.1 0.001 1 5,000 

BAT/JPY 0.1 0.001 1 5,000 

MONA/JPY 0.1 0.001 1 5,000 

ETH/BTC 0.01 0.000001 0.01 70 

 

（省略） 

 

BitMatch 注文における、取引の対象となる暗号資産銘柄、取引単位、呼値

の単位、最小発注数量、最大発注数量は以下のとおりです。（BitMatch 注文

の取引単位及び最小発注数量は、その他の注文と異なります。） 

銘柄 取引単位 呼値の単位 最小発注 

数量 

最大発注 

数量 

BTC/JPY 0.001 1 0.01 3 

ETH/JPY 0.01 1 0.1 70 

XRP/JPY 10 0.001 100 50,000 

LTC/JPY 0.1 0.1 1 400 

BCH/JPY 0.1 1 1 100 

XLM/JPY 10 0.001 100 100,000 

ETC/JPY 0.1 0.1 10 100 

XRP/JPY 1 0.001 1 50,000 

LTC/JPY 0.01 0.1 0.01 400 

BCH/JPY 0.01 1 0.01 100 

XLM/JPY 1 0.001 1 100,000 

（追加） （追加） （追加） （追加） （追加） 

（追加） （追加） （追加） （追加） （追加） 

（追加） （追加） （追加） （追加） （追加） 

（追加） （追加） （追加） （追加） （追加） 

（追加） （追加） （追加） （追加） （追加） 

ETH/BTC 0.01 0.000001 0.01 70 

 

（省略） 

 

BitMatch注文における、取引の対象となる暗号資産銘柄、取引単位、呼値の

単位、最小発注数量、最大発注数量は以下のとおりです。（追加） 

 

銘柄 取引単位 呼値の単位 最小発注 

数量 

最大発注 

数量 

BTC/JPY 0.001 1 0.01 3 

ETH/JPY 0.01 1 0.1 70 

XRP/JPY 10 0.001 100 50,000 

LTC/JPY 0.1 0.1 1 400 

BCH/JPY 0.1 1 1 100 

XLM/JPY 10 0.001 100 100,000 

（追加） （追加） （追加） （追加） （追加） 
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OMG/JPY 1 0.001 100 500 

ENJ/JPY 1 0.001 100 5,000 

BAT/JPY 1 0.001 100 5,000 

MONA/JPY 1 0.001 100 5,000 

 

（省略） 

 

3.取引価格 ～ 17.苦情及び紛争の相談窓口 

（省略） 

 

令和2年4月29日  制定 

（本説明書に記載のある日証金信託銀行による金銭信託は、「情報通信技術の

進展に伴う金融取引の多様化に対応するための資金決済に関する法律等の一

部を改正する法律」（令和元年法律第28号）の施行日である令和2年5月1日より

効力を有するものとします。） 

令和2年6月10日  改定 

令和2年8月5日   改定 

令和2年10月28日  改定 

令和3年3月10日   改定 

令和3年4月28日  改定 

令和3年6月2日   改定 

令和3年7月28日    改定 

令和3年9月15日    改定 

令和3年11月24日  改定 

令和3年12月22日  改定 

（追加） （追加） （追加） （追加） （追加） 

（追加） （追加） （追加） （追加） （追加） 

（追加） （追加） （追加） （追加） （追加） 

（追加） （追加） （追加） （追加） （追加） 

 

（省略） 

 

3.取引価格 ～ 17.苦情及び紛争の相談窓口 

（省略） 

 

令和2年4月29日  制定 

（本説明書に記載のある日証金信託銀行による金銭信託は、「情報通信技術の

進展に伴う金融取引の多様化に対応するための資金決済に関する法律等の一

部を改正する法律」（令和元年法律第28号）の施行日である令和2年5月1日より

効力を有するものとします。） 

令和2年6月10日  改定 

令和2年8月5日   改定 

令和2年10月28日  改定 

令和3年3月10日   改定 

令和3年4月28日  改定 

令和3年6月2日   改定 

令和3年7月28日    改定 

令和3年9月15日    改定 

令和3年11月24日  改定 

令和3年12月22日  改定 
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令和4年1月26日   改定 

令和4年3月30日    改定 

 

現物取引行為に関する禁止行為 

（省略） 

 

別紙「暗号資産概要説明書」 

 

 

 

 

 

令和4年1月26日   改定 

（追加） 

 

現物取引行為に関する禁止行為 

（省略） 

 

別紙「暗号資産概要説明書」 

（追加） 

 

 

概要書更新年月日 2020年11月2日 2021年4月5日 2021年1月28日

【基礎情報】

日本語の名称 イーサクラシック オーエムジー エンジンコイン

現地語の名称 Ether Classic OMG Enjin Coin

呼称 − ー エンジンコイン

ティッカーコード（シンボル） ETC OMG ENJ

発行開始 2016年7月20日 2017年7月14日 2017年11月

時価総額（ドル基準） $604,525,493 $1,193,862,497 $297,847,619

時価総額（円基準） ¥63,359,107,916 ¥13,214,460,000 ¥31,111,330,000

主な利用目的 送金、決済、スマートコントラクト 送金、決済、投資等 送金、決済、投資等

利用制限の有無 − − なし

海外流通の有無 あり あり あり

国内流通の有無 あり あり なし

店舗等の利用制限の有無 − − なし

利用制限を行う者の属性 − − なし

利用制限の内容 − − なし
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一般的な性格

・分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維

持のための、暗号計算および価値記録を行う記

録者への対価・代償として発行される暗号資産

・分散型アプリケーションが動作する実行環境

の役割を果たす特徴を持つ

イーサリアム上で稼働するERC-20規格に準拠し

たトークン（暗号資産）であると同時に、「高

速で安価、そして安全でオープンな金融サービ

スの提供を実現すること」を目的として開発さ

れたOMG Networkにおけるネイティブトーク

ンである。

エンジンコインはブロックチェーン資産発行プ

ラットフォーム「Enjin Platform」で発行され

る資産（NFT）の裏付けとなる暗号資産であ

る。

ゲーム開発者は「Enjin Platform」を利用する

ことで既存のゲームや新たに開発するゲームに

ゲーム内アイテム（武器や防具など）としてそ

の資産を統合することができる。

ゲームユーザーは対象となるゲーム内でその資

産を使ってプレイすることができる。対象とな

るゲームは１つと限られているわけではなく、

複数のゲームで使用することができる。

資産はNFTマーケットプレイスでエンジンコイ

ンやイーサを使って購入でき、またゲーム内の

宝箱から取得することができる。

不要になった資産はNFTマーケットプレイスで

売却したり、資産をメルト（溶解）してエンジ

ンコインを取り出すことができる。

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２

号の別）
第1号 第1号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名

称
− − なし

発行通貨に対する資産（支払準備資産）の有無

および名称
− − なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求

権）
− − なし

支払請求（買取請求）による受渡資産 − − なし

発行者が保有者に付与するその他の権利 − − なし

発行者に対して保有者が負う義務 − − なし

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 − − なし

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組

織の形態
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

利用者の真正性の確認

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利

用者本人が発信した移転データと特定し、記帳

する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利

用者本人が発信した移転データと特定し、記帳

する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利

用者本人が発信した移転データと特定し、記帳

する。

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of Work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不

正取引を排除するために、記録者全員が合意す

る必要があるが、その合意形成方式）の一つで

あり、一定の計算量を実現したことが確認でき

た記録者を管理者と認めることで分散台帳内の

新規取引を記録者全員が承認する方法。

Proof of Work（PoW） Proof of Work（PoW）

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無

とその名称

（アルトコインのみ）

ETH ETH ETH
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【取引単位・交換制限】

取引単位の呼称 wei = 0.000000000000000001 ETC OMG ENJ

保有・移転記録の最低単位 1 wei （= 0.000000000000000001 ETC） 0.000000000000000001 OMG 0.000000000000000001 ENJ

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可

交換制限 − − なし

制限内容 − − なし

交換市場の有無 あり あり あり

【連動する資産の有無等】

価値が連動する資産等の有無 − −

価値連動する資産等の名称 − −

価値連動する資産等の内容 − −

価値連動する資産との交換の可否 − −

価値連動する資産との交換比率 − −

価値連動する資産との交換条件 − − −

【付加価値】

その他の付加価値（サービス）の有無 あり あり あり

付加価値（サービス）の内容
Ethereum Classicネットワーク上でのスマート

コントラクトの記録と実行

OMG Network下で、コンセンサスアルゴリズ

ムとしてProof of Stakeを採用する予定である。

その結果、OMGを保有することで価値移転の記

録に参加することができ、トランザクション手

数料として支払われたOMGを、報酬の形で手に

入れるためのトークンになる予定である。

NFTを用いたゲーム内アイテムの作成

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況
2020年8月に51%攻撃により不安定化したが、そ

の後は安定している。
−

下記、タイムラインに示されたように提供され

ている

https://enjin.io/about/timeline

【発行状況】

発行者 − あり あり

発行主体の名称 プログラムによる自動発行 OMG Network Pte. Ltd. Enjin Pte Ltd.

発行主体の所在地 − 6 Battery Road, 38-04 Singapore 049909
16 Raffles Quay #33-03 Hong Leong Building

SIngapore 048581

発行主体の属性等 − 資産取引/決済プラットフォームプロバイダー 営利企業

発行主体概要
不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行

プログラムの集団・共有管理

タイのオンライン決済スタートアップOmise社

のCEO長谷川潤氏によって、インターネット上

での資産のやり取りをよりスムーズにするため

にOmiseGOというプロジェクトを立ち上げ法人

化した。

2020年に法人名をOMG Network に変更し、同

年12月にGBV Capitalに売却されている。

Enjin Pte Ltd.は「より良いオンラインゲームの

ための環境づくりと各仮想資産（ゲーム内アイ

テムなどのコンテンツ）の価値を守る」という

全体的なビジョンを掲げ、2017年のローンチ以

降、ホワイトペーパーに記載されている通りに

プロダクトをローンチしている。またゲーム会

社との提携や取引所が主催の標準化プロジェク

トに参加している。
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発行通貨の信用力に関する説明

多数の記録者による多数決をもって移転記録が

認証される仕組み。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳に

よる記録管理と重層化した暗号化技術による記

録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

アドバイザーとしてEthereumの創設者である

ヴィタリック・ブテリンをはじめ、ブロック

チェーンの最先端に携わるメンバーがプロジェ

クトに加わっている。

また、2020年12月にGBV Capitalに買収され

100%子会社されている。

2009年に創設された最古のブロックチェーンプ

ロジェクトの一つである。ゲームにも対応する

Enjinウォレットや、Enjinネットワークなど、

オンラインゲームに特化したプロダクトを提供

しており、ERC20トークンであるENJはネイ

ティブトークンとして使われている。

オンラインゲーム業界では世界最大級のプラッ

トフォームで、利用しているユーザーは全世界

に1800万人以上存在し、25万を超えるユーザー

コミュニティを擁している。

Ethereumベースのため、プロトコル部分に関し

ては技術的に安定している。

発行方法

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台

帳データ維持のための、暗号計算および価値記

録を行う記録者への対価・代償としてプログラ

ムにより自動発行

2,500万ドルを調達するまでトークンセールを実

施し、すでに全量を発行している。追加発行は

行われない。

プレセール及びクラウドセールでの発行

発行可能数 210,000,000 ETC 140,245,398 OMG 1,000,000,000ENJ

発行可能数の変更可否 不可 不可 不可

変更方法 − − −

変更の制約条件 − − −

発行済み数量 116,313,299 ETC 140,245,398 OMG 1,000,000,000ENJ

今後の発行予定または発行条件

15秒につき1ブロックを生成し、1ブロックあた

り約4ETCを発行。

500万ブロックごとに1ブロック生成時の発行数

が20%減少する。

今後、2020年4月頃にブロック数が1,000万ブ

ロックに達し、1ブロック生成時の発行数が約

3ETCになる予定。

− 全て発行済のためなし

過去３年間の発行状況 116,313,299 ETC発行済み
2017年6月にトークンセールを実施、すでに全

量の140,245,398 OMGを発行している。
ー

過去３年間の発行理由 ブロック生成時に発行 資金調達 −

過去３年間の償却状況 − − −
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過去３年間の償却理由 − − −

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 − − あり

監査を実施する者の氏名又は名称 − − Matthew Di Ferrante

直近時点で行われた監査年月日 − − 2017年9月30日

直近時点における監査結果 − −

Ethereum Foundationのスマートコントラクト

監査者であるMatthew Di Ferranteによって監

査が行われ、ENJINトークンとクラウドセール

スに関するコントラクトおよび依存関係に関し

てクリティカルな問題は発見されなかったとさ

れている。

https://medium.com/@enjin/enjin-coin-

receives-successful-audit-from-ethereum-

foundation-dev-vanbex-group-dec5b2c3ddb4

【価値移転記録台帳に係る技術】

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、

その名称
− − −

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内

容
− − なし

価値移転認証の仕組み

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が

解読し、利用者および移転内容の真正性を確認

して価値移転記録台帳の記録を確定する

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを

記録者が解読し、利用者および移転内容の真正

性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定す

る。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを

記録者が解読し、利用者および移転内容の真正

性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定す

る。

価値記録公開／非公開の別 公開 公開 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 あり あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号に

より連鎖する台帳群（ブロックチェーン）およ

び記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組みを用い、多数の記録者のネット

ワークへの参加を得ることによって、データ改

竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号に

より連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）およ

び記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組みを用い、多数の記録者のネット

ワークへの参加を得ることによって、データ改

竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号に

より連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）およ

び記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組みを用い、多数の記録者のネット

ワークへの参加を得ることによって、データ改

竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

【価値移転の記録者】

記録者の数
51団体

https://investoon.com/mining_pools/etc
73団体

79団体

https://investoon.com/mining_pools/eth

記録者の分布状況 不特定 不特定 不特定

記録者の主な属性 不特定
不特定、誰でも自由に記録者になることができ

る。

不特定、誰でも自由に記録者になることができ

る。

記録の修正方法
記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修

正を自ら行う

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修

正を自ら行う。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修

正を自ら行う。
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記録者の信用力に関する説明

記録者による多数の合意がなければ不正が成立

せず、記録者が十分に多数であることによっ

て、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持

の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立

せず、記録者が十分に多数であることによっ

て、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持

の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立

せず、記録者が十分に多数であることによっ

て、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持

の仕組みそのものを信用の基礎としている。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 − − −

監査を実施する者の氏名又は名称 − − −

直近時点で行われた監査年月日 − − −

その監査結果 − − −

（統括者に関する情報） − −

記録者の統括者の有無 − − −

統括者の名称 − − −

統括者の所在地 − − −

統括者の属性 − − −

統括者の概要 − − −

【暗号資産に内在するリスク】

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事

項

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者

が有する処理能力合計よりも強力な能力を用い

ることによって、記録台帳を改竄すること発行

プログラムを改変することができる

記録者が結託する、もしくは単独でその時点に

おける計算能力の半分を上回る計算能力を得る

ことができたら、記録の変更が可能である。

記録者が結託する、もしくは単独でその時点に

おける計算能力の半分を上回る計算能力を得る

ことができたら、記録の変更が可能である。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者に

なりすまして送付指示を行うことができる

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者に

なりすまして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者に

なりすまして送付指示を行うことができる。

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関す

る特記事項
− 可能性はゼロではないが、極めて低い。 −

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能

性に関する特記事項
−

Ethereumと同様である。可能性はゼロではない

が、極めて低い。
−

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項

51%攻撃の標的となることにより移転の記録が

遅延することが予想されるが、その対策として

一時的にファイナリティの認識に補正を加える

「MESS」が2020年10月に追加された。

Ethereum上のトランザクションが過度に増大す

ると台帳への記録がされにくくなり、最終的に

移転の記録が相当遅れるか、キャンセルされる

場合がある。

Ethereum上のトランザクションが過度に増大す

ると台帳への記録がされにくくなり、最終的に

移転の記録が相当遅れるか、キャンセルされる

場合がある。
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プログラムの不具合によるリスク等 に関する特

記事項

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラ

クトコードに脆弱性があった場合に不正に資産

が盗み取られるリスクがある

− −

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況

に関する特記事項

Ethereum上のアプリケーション「The DAO」

のプログラム（スマートコントラクト）のバグ

（脆弱性）を攻撃されて、集まったファンド資

金３分の１以上を盗み取られた事例がある

− −

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状

況

2019年9月12日：「ATLANTIS」実装

2020年1月12日：「AGHARTA」実装
− −

今後の非互換性アップデート予定 2020年内：「AZTLÁN」実装予定 − −

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴

2016年6月 自律分散型投資ファンド「The

DAO」へのハッキング

2019年1月　51%攻撃によるリオーグの発生

2020年8月　51%攻撃によるリオーグの発生

− −
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【流通状況】

価格データの出所

出所：CryptoCurrency Market Capitalizations

URL：

https://coinmarketcap.com/currencies/

出所：CoinMarketCap

 URL：https://coinmarketcap.com/

出所：Enjin Pte Ltd

URL:https://enjinx.io/ja-

JP/eth/token/0xf629cbd94d3791c9250152bd8

dfbdf380e2a3b9c

１取引単位当たり計算単価（ドル） $5.20 $8.38 ＄0.357052 （2021/1/28 時点）

１取引単位当たり計算単価（円） ¥544.73	 ¥938 ￥37.295399  （2021/1/28 時点）

ドル/円計算レート ¥104.76円 1ドル/110.62円（2021年4月5日基準） 104.45円/ドル（2021/1/28 時点）

四半期取引数量（協会加盟会員合計） − − なし

備考

・スマートコントラクトの実行プラットフォー

ムとして開発された暗号資産

・2016年6月、自律分散型投資ファンド「The

DAO」への攻撃によって盗難されたDAOを救出

するためハードフォークを実施、このHFを支持

しなかったマイナーによって存続することと

なった旧仕様のEthereumが現在のEthereum

Classicとなり、HF側がEthereumの名称を引き

継いだ。

− −



令和 4 年 3月 30 日 

株式会社 DMM Bitcoin 

店頭暗号資産取引説明書（現物） 

新旧対照表 

新 旧 
 

12 / 20 

 

 

概要書更新年月日 2020年10月26日 2020年10月30日

【基礎情報】

日本語の名称 ベーシック アテンション トークン モナーコイン （モナコイン）

現地語の名称 Basic Attention Token Monacoin

呼称 ビーエーティートークン、バット モナ

ティッカーコード（シンボル） BAT MONA

発行開始 2017年5月31日 2014年1月1日

時価総額（ドル基準） $317,992,702 $82,909,954

時価総額（円基準） ¥33,208,861,018 ¥8,654,174,177

主な利用目的 送金、決済、投資等 送金、決済、投資

利用制限の有無 ー −

海外流通の有無 あり あり

国内流通の有無 あり あり

店舗等の利用制限の有無 なし −

利用制限を行う者の属性 なし −

利用制限の内容 なし −

一般的な性格

BATはウェブ広告にブロックチェーンを活用し

ようとしているプロジェクトであり、BATはそ

のプロジェクトのコアとなるトークンである。

広告主は広告を出すためにBATを使う必要があ

り、ユーザーは広告を見ることによってBATを

得ることができる。ただし、ユーザーが広告視

聴によって得たBATは、パブリッシャーに対し

ての寄付にしか使うことができない。

日本および世界で有名なアスキーアート「モ

ナー」をモチーフにした日本初の暗号資産にな

り、非中央集権によるクライアントプログラム

によって維持される完全分散型決済システムを

基盤とした暗号資産。

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２

号の別）
第1号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名

称
なし −
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発行通貨に対する資産（支払準備資産）の有無

および名称
なし −

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求

権）
なし −

支払請求（買取請求）による受渡資産 なし −

発行者が保有者に付与するその他の権利 なし −

発行者に対して保有者が負う義務 なし −

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 なし −

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組

織の形態
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

利用者の真正性の確認

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利

用者本人が発信した移転データと特定し、記帳

する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利

用者本人が発信した移転データと特定し、記帳

する

価値移転記録の信頼性確保の仕組み Proof of Work（PoW）

Proof of work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不

正取引を排除するために、記録者全員が合意す

る必要があるが、その合意形成方式）の一つで

あり、一定の計算量を実現したことが確認でき

た記録者を管理者と認めることで分散台帳内の

新規取引を記録者全員が承認する方法。

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無

とその名称

（アルトコインのみ）

ETH LTC

【取引単位・交換制限】

取引単位の呼称 BAT

m MONA = 0.001 MONA

µ MONA = 0.000001 MONA

watanabe = 0.00000001 MONA

保有・移転記録の最低単位 0.000000000000000001 BAT 1 watanabe（0.00000001 MONA）

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可

交換制限 ー −



令和 4 年 3月 30 日 

株式会社 DMM Bitcoin 

店頭暗号資産取引説明書（現物） 

新旧対照表 

新 旧 
 

14 / 20 

 

制限内容 ー −

交換市場の有無 あり あり

【連動する資産の有無等】

価値が連動する資産等の有無 − −

価値連動する資産等の名称 − −

価値連動する資産等の内容 − −

価値連動する資産との交換の可否 − −

価値連動する資産との交換比率 − −

価値連動する資産との交換条件 − −

【付加価値】

その他の付加価値（サービス）の有無 あり −

付加価値（サービス）の内容

BATは、エコシステム内において主に2つの使わ

れ方がなされる。

　1. 広告主がコンテンツクリエイターに与える

（ユーザーからの反応に基づいて広告主が購入

したBATが与えられる）。

　2. ユーザーが広告の閲覧や履歴の提供などに

よってBATを受け取れ、受け取ったBATはコン

テンツ作成者への寄付（投げ銭）などに使用す

ることができる。

−

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況

下記、ロードマップのアーカイブ通り提供され

ている。

https://github.com/brave/brave-

browser/wiki/Roadmap-Archive

−

【発行状況】

発行者 あり −

発行主体の名称 Brave Software International SEZC プログラムによる自動発行

発行主体の所在地
Floor 4, Willow House Cricket Square Grand

Cayman KY1-9010 Cayman Islands
−

発行主体の属性等 営利企業 −

発行主体概要

Brave Software International SEZCは、2017年

に設立され、ICOを行いBATを発行・管理して

いる。Brave Software Inc.社は2015年5月に米

国に設立され、広告やウェブサイトトラッカー

を排したオープンソースのウェブブラウザ

「Brave」を開発している。

不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行

プログラムの集団・共有管理
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発行通貨の信用力に関する説明

既にプロダクトであるブラウザを提供してお

り、ユーザー数も順調に成長中であり、

Ethereumベースのため、プロトコル部分に関し

ては技術的に安定している。

・多数の記録者による多数決をもって移転記録

が認証される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳

による記録管理と重層化した暗号化技術による

記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

発行方法
2017年5月31日に10億BATのパブリックトーク

ンの販売が行われた。

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台

帳データ維持のための、暗号計算および価値記

録を行う記録者への対価・代償として発行され

る暗号資産

発行可能数 15億BAT 105,120,000 MONA

発行可能数の変更可否 不可 可

変更方法 − 発行プログラムの変更

変更の制約条件 − −

発行済み数量 15億BAT 80,016,750 MONA

今後の発行予定または発行条件 −

・採掘者は1ブロック発掘するごとに12.5コイン

が与えらる（2020年09月09日 ＃2102400にて半

減期到来）

・この数は約3年ごとに半減する（1,051,000ブ

ロックごと）

・Monacoinネットワークでは約105,120,000枚

のMonacoinが生成される事になる
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過去３年間の発行状況

2017年5月31日にトークンセールを実施し、10

億BATを販売。Brave Software International 

SEZC社保有分等も含め合計15億BATを発行し

た。

−

過去３年間の発行理由 資金調達 −

過去３年間の償却状況 なし −

過去３年間の償却理由 なし −

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 あり −

監査を実施する者の氏名又は名称 OpenZeppelin −

直近時点で行われた監査年月日 2017年5月22日 −

直近時点における監査結果

監査の結果、以下のリンクの通り複数の勧告が

なされたが、同社はこの勧告に従って、Fixして

いる。

https://blog.zeppelin.solutions/basic-

attention-token-bat-audit-88bf196df64b

−

【価値移転記録台帳に係る技術】

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、

その名称
− −

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内

容
なし −

価値移転認証の仕組み

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを

記録者が解読し、利用者および移転内容の真正

性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定す

る。

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が

解読し、利用者および移転内容の真正性を確認

して価値移転記録台帳の記録を確定する
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価値記録公開／非公開の別 公開 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号に

より連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）およ

び記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組みを用い、多数の記録者のネット

ワークへの参加を得ることによって、データ改

竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号に

より連鎖する台帳群（ブロックチェーン）およ

び記録者による多数決をもって移転記録が認証

される仕組みを用い、多数の記録者のネット

ワークへの参加を得ることによって、データ改

竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

【価値移転の記録者】

記録者の数
79

https://investoon.com/mining_pools/eth

155

（参考）https://monacoin.trance-

cat.com/nodes.php

記録者の分布状況 不特定 主に日本

記録者の主な属性
不特定、誰でも自由に記録者になることができ

る。
誰でも自由に記録者になることができる

記録の修正方法
記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修

正を自ら行う。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修

正を自ら行う

記録者の信用力に関する説明

記録者による多数の合意がなければ不正が成立

せず、記録者が十分に多数であることによっ

て、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持

の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立

せず、記録者が十分に多数であることによっ

て、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持

の仕組みそのものを信用の基礎としている

価値移転の管理状況に対する監査の有無 − −

監査を実施する者の氏名又は名称 − −

直近時点で行われた監査年月日 − −

その監査結果 − −
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（統括者に関する情報） − −

記録者の統括者の有無 − −

統括者の名称 − −

統括者の所在地 − −

統括者の属性 − −

統括者の概要 − −

【暗号資産に内在するリスク】

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事

項

記録者が結託する、もしくは単独でその時点に

おける計算能力の半分を上回る計算能力を得る

ことができたら、記録の変更が可能である。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者

が有する処理能力合計よりも強力な能力を用い

ることによって、記録台帳を改竄すること発行

プログラムを改変することができる

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者に

なりすまして送付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者に

なりすまして送付指示を行うことができる

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関す

る特記事項
ー −

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能

性に関する特記事項
ー −

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項

Ethereum上のトランザクションが過度に増大す

ると台帳への記録がされにくくなり、最終的に

移転の記録が相当遅れるか、キャンセルされる

場合がある。

・一旦、分岐したブロックの一方が否決された

場合、否決されたブロックに収録された取引は

再び認証を得なければ、次の送金が行なえなく

なる

・記録者の目に留まらず、未承認データのまま

放置される恐れあり
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プログラムの不具合によるリスク等 に関する特

記事項

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラ

クトコードに脆弱性があった場合に不正に資産

が盗み取られるリスクがある。

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有

データの改竄、不正取引、モナコインの複数同

時保有する状況などの不適切な状態に陥ること

を排除しているが、未検出のプログラムの脆弱

性やプログラム更新などにより新たに生じた脆

弱性を利用し、データが改竄され、価値移転の

記録が異常な状態に陥る可能性がある。

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況

に関する特記事項
−

2014年に、ブロック難易度の調整不具合でブ

ロックチェーンの同期が遅延するなど影響がで

たことで、アルゴリズムを変更した

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状

況
−

世界に先駆け2017年3月にsegwit対応のシグナ

ルを開始し、１週間程度のロックイン後、コー

ドをメインネットにデプロイし、世界初の

Activate化

今後の非互換性アップデート予定 − −

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 −

2018年5月に、セルフィッシュ・マイニング攻

撃（Block withholding attack）を受け、ブロッ

クチェーンの大規模な再編成（reorg）が発生
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【流通状況】

価格データの出所
出所：CoinMarketCap

 URL：https://coinmarketcap.com/

出所：CryptoCurrency Market Capitalizations

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/

１取引単位当たり計算単価（ドル） $0.21 $1.26

１取引単位当たり計算単価（円） ¥22.43 ¥131.66

ドル/円計算レート 1ドル/104.858円 1ドル/約104円

四半期取引数量（協会加盟会員合計） - 10106

備考

Brave Software Inc.社の所在地は

512 2nd St., 2nd Floor, San Francisco,

California 94107

2020年2月21日時点では、braveブラウザでは日

本人利用者向けにBATではなくBAP（BATポイ

ント）が付与されている。

URL：https://brave.com/ja/

−


